
数論幾何・超幾何 研究交流会
開催期間: 2016年３月 9,10,11日
開催場所: 北海道大学 理学部 4号館 5階 4-501

世話人:
朝倉 政典

岩崎 克則

松本 圭司

(北大 理)

３月９日 (水)

13:30–15:00 山崎義徳 (愛媛大 理)

離散トーラスにおける素測地線定理と超幾何関数

15:20–16:50 朝倉 政典 (北大 理)

3F2(1, 1, q; a, b; 1) はいつ log で書けるか ?

17:00–18:00 参加者各自

研究交流会

18:30–21:00 懇親会

３月10日 (木)

10:00–10:45 高山 信毅 (神戸大 理),

D-加群の積分関手の計算アルゴリズム,

11:00–11:45 小原 功任 (金沢大 理工)

Poincaré-Birkhoff-Witt 代数上のグレブナ基底計算とその応用

13:30–15:00 永野 中行 (早大 理工)

超幾何関数による志村曲線の標準モデル (志賀弘典氏との共同研究)

15:20–16:50 岩崎 克則 (北大 理)

超幾何恒等式と超幾何連分数について

17:00–18:00 参加者各自

研究交流会

３月11日 (金)

10:00–11:30 寺杣 友秀 (東大 数理)

open K3 surface に関するトレリの定理


